
 1 

 
平成２３年５月９日 

各位 
 会 社 名  株式会社 葵プロモーション 
 代 表 者  代表取締役社長 藤原 次彦 
   （コード番号９６０７ 東証第一部） 
 問 合 せ 先  専務取締役   八重樫 悟 
   ＴＥＬ０３（３７７９）８０００ 

 
 

業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 
最近の業績の動向等を踏まえ、平成２２年５月１７日に公表した業績予想を下記のとおり修正しましたのでお

知らせいたします。 
記 

 
１．業績予想の修正 平成２３年３月期通期（平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日） 
（１）連結業績予想                         

（単位：百万円、％） 
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益（円） 
前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） １５，４００ １，１３０ １，０００ ５８０ ４８．９１ 
今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） １５，９８９ １，４９８ ９５１ ３６０ ３０．４３ 
増 減 額 （ Ｂ － Ａ ）  ５８９ ３６８ △４９ △２２０ － 
増 減 率 ３．８ ３２．６ △４．９ △３７．９ － 
（ご参考）前期（平成２２年３月期）実績 １４，１７１ ８８３ ５９５ ４７５ ３９．８４ 

 
（２）個別業績予想                         

（単位：百万円、％） 
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益（円） 
前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） １０，５００ ６６０ ７１０ ４６０ ３８．７９ 
今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） １０，８２３ ９４３ ９９４ １０７ ９．０３ 
増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） ３２３ ２８３ ２８４ △３５３  － 
増 減 率 ３．１ ４２．９ ４０．０ △７６．７ － 
（ご参考）前期（平成２２年３月期）実績 ９，５６０ ４０２ ４７５ ４１８ ３５．０２ 

 
２．業績予想修正の理由 

（１）連結業績予想 

わが国の経済は、昨年後半は景気が一時的に停滞する「踊り場」の状況にあったものの、年明け以降は

「踊り場」を脱し、緩やかに回復していました。足元は東日本大震災の影響で大幅に落ち込んでおります

が、こうしたわが国経済の動きを反映し、広告需要は大きく回復するには至っていないものの、その中で

当社が主力とするテレビコマーシャルの需要は回復基調を維持しております。このような環境の中にあり

まして、当社グループでは、引き続き、制作原価率の抑制、コストの削減等による収益力の強化と、グル

ープ全体の営業体制強化に努め、全社を挙げてより一層の業績の改善に努めてまいりました。この結果、

売上高および営業利益は前回発表予想を上回る見込みです。しかしながら、解散を決定した当社持分法適
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用会社の持分法投資損失を営業外費用に計上していること、加えて本日発表の「特別損失の計上に関する

お知らせ」のとおり特別損失を計上することから、経常利益および当期純利益については前回発表予想を

下回る見込みです。 

（２）個別業績予想 

上記の理由および、個別決算においては当社持分法適用会社の株式に対する投資有価証券評価損と同社

向け貸付金に対する貸倒引当金繰入額が特別損失に計上されることから、個別業績については、売上高、

営業利益および経常利益は前回発表予想を上回る一方で、当期純利益は前回発表予想を下回る見込です。 

 
なお、配当につきましては、平成２２年５月１７日付で公表のとおり、１株あたり年間２０円（中間期７円、

期末１３円）とする予定であります。 

 
 （注） 上記の予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成しております。実際の業績は、今後様々

な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

以上 

 


